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徳島県の予算の使いみち
　徳島県の予算の使いみちを目的順に分類すると、教育や文化の振興に使う「教育費」に最も多くのお金が使
われています。そのほか、県の借入金返済のために使う「公債費」、福祉の充実のために使う「民生費」、産業
の振興と創出のために使う「商工費」、道路整備など県土づくりに使う「土木費」、健康づくりや環境保全のた
めに使う「衛生費」などがあります。

教育費
836億円（16.6％）

公債費
682億円（13.6％）

民生費
680億円

（13.5％）
商工費

669億円
（13.3％）

土木費 504億円
（10.0％）

衛生費
353億円（7.0％）

農林水産業費
291億円（5.8％）

警察費
215億円（4.3％）

総務費
255億円（5.1％） その他

543億円
（10.8％）

5,208億円

〔一般会計（歳出）の内訳〕
5,028億円

〔県民一人当たりに使われるお金〕　720,592円
〔県民一人当たりが納める県税額〕　120,390円

（人口：令和５年４月１日現在の推計人口　697,733人）

公　債　費 98,001円

教　育　費 119,618円

720,592円
商　工　費 95,839円

民　生　費 97,280円

土　木　費 72,059円

衛　生　費 50,441円

農林水産業費 41,794円

総　務　費 36,750円

警　察　費 30,986円

そ　の　他 77,824円


